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受け継がれる妙技
～布袋台からくり奉納の練習～

　秋の高山祭を前に、布袋台からくり奉納の初練習が10
月4日、下一之町でありました。
　36本の絹の綱を操る9人の綾方は、お囃子に合わせな
がら男女2体の唐子と布袋人形の動作を確認しました。
　今回から初めて綾方に加わった小学1年生の伊

い

東
とう

祿
ろく

永
と

さんは唐子の頭を動かす役。「（綱を握りしめて）手が痛
かったけどがんばりました」と笑顔で話しました。
　祿永さんの父も綾方。妙技が受け継がれた瞬間です。
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◆
投
票
で
き
る
方

①
平
成
11
年
10
月
23
日
以
前
に
生
ま
れ
、平

成
29
年
7
月
9
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
市

内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
。

②
高
山
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

て
、平
成
29
年
6
月
22
日
以
降
に
高
山
市
か

ら
転
出
し
、他
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

◆
投
票
時
間
お
よ
び
投
票
所

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時（
一
部
投
票
所
を

除
く
）。投
票
所
の
地
図
は
入
場
券
の
ハ
ガ
キ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
入
場
券

　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
を
ご

確
認
の
う
え
、１
人
分
ず
つ
切
り
離
し
て
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
投
票
所
入
場
券
は
、郵
送
で
送
付
し
て
い

　

ま
す
。10
月
18
日
㈬
に
な
っ
て
も
入
場
券

　

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

※
な
お
、入
場
券
が
届
く
前
で
も
、期
日
前

　

投
票
は
で
き
ま
す
。

◆
投
票
の
順
序
と
方
法

①
小
選
挙
区
選
挙

　

う
す
い
桃
色
の
投
票
用
紙
に
、選
挙
区
に

立
候
補
し
て
い
る
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し

ま
す
。

②
比
例
代
表
選
挙

　

う
す
い
水
色
の
投
票
用
紙
に
、政
党
な
ど

の
名
称
、ま
た
は
略
称
を
記
入
し
ま
す

③
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

う
す
い
緑
色
の
投
票
用
紙
に
記
載
し
て

あ
る
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
氏
名
の
上
の

欄
に
、や
め
さ
せ
た
い
場
合
は
×
を
記
入
し
ま

す
。

◆
選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
10
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮
ま

で
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

◆
期
日
前
投
票
所
開
設
中

　

投
票
日
当
日
に
、仕
事
や
旅
行
、冠
婚
葬

祭
な
ど
が
あ
り
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。下
記
の
期
日

前
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、期
日
前
投
票
す
る
際
は
窓
口
で

「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」に
必
要
事
項
を

記
入
い
た
だ
き
ま
す
。こ
の
宣
誓
書
は
事
前

に
市
HP

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
記
入
の
う

え
、持
参
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
代
理
投
票
と
点
字
投
票

　

障
が
い
な
ど
で
投
票
用
紙
に
文
字
を
記
載

で
き
な
い
方
の
た
め
に
、代
理
投
票
制
度
が

あ
り
ま
す
。こ
の
制
度
は
、投
票
管
理
者
に

申
請
す
る
こ
と
で
、投
票
事
務
従
事
者
の
中

か
ら
補
助
員
２
人
が
定
め
ら
れ
、そ
の
う
ち

１
人
が
選
挙
人
の
指
示
に
従
っ
て
投
票
用
紙

に
記
入
し
、も
う
１
人
が
指
示
ど
お
り
に
記

入
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
投
票
所
に
は
、点
字
投
票
用
の
投
票

用
紙
や
点
字
器
が
用
意
し
て
あ
り
、点
字
で

の
投
票
も
で
き
ま
す
。

う
す
い
桃
色
の
投
票
用
紙

第
四
十
八
回

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
投
票

候
補
者
氏
名
を
記
入

う
す
い
水
色
の
投
票
用
紙

第
四
十
八
回

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
投
票

政
党
な
ど
の
名
称
ま
た
は

略
称
を
記
入

●市内の期日前投票所

場所 開設日 投票時間
10月

11 ～ 15 16 17 18 19 20 21 22
水 日 月 火 水 木 金 土 日

市役所
10月11日(水）

～
10月21日(土）
（計11日間） 午前８時３０分

～
午後８時

　 　 　 　 　 　 　 　
　
　
　
　
　
投
票
日

各支所
10月15日（日）

～
10月21日(土） 
（計7日間）

　 　 　 　 　 　 　

※「アピタ飛驒高山店」および「まちスポ飛驒高山」での期日前投票は10月14日㈯で終了しました。

開 設 日

開 設 日

広
報
ID

１
０
０
８
７
７
６

衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

投
票
日
は
10
月
22
日
㈰
で
す

　

10
月
22
日
㈰
は
、衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
票
日
で
す
。

　

投
票
は
、小
選
挙
区
選
出
議
員（
岐
阜
県
第
4
区・定
数
1
）、比
例
代
表
選

出
議
員（
東
海
選
挙
区
）、お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
良
否
を
決
め
る
国

民
審
査
で
す
。
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衆議院議員総選挙のため、広報10月1日号でお知ら
せした以下の催しについて、開催日を変更します。
ご理解ご協力をお願いします。
○フリーマーケット＆リフォーム製品フェア
変更日時　11月12日㈰　午前 10 時～午後 3 時
変更場所　市役所1階ロビー（花岡町 2）　

○法令講習会（荘川地域）
変更日時　10月23日㈪　午後 7時～
変更場所　荘川総合センター（荘川支所）

18歳からの選挙

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
な
ど
で
、要

件
に
該
当
す
る
方
は
、自
宅
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
の
対
象
者
で
、自
分
で
投
票
に
関
す

る
記
載
が
で
き
な
い
方
は
、あ
ら
か
じ
め
届

け
出
た
方
に
代
理
で
投
票
に
関
す
る
記
載

を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交

付
を
受
け
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
の
で
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、投
票
用
紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、

投
票
用
紙
交
付
申
請
書
と
郵
便
等
投
票
証

明
書
を
10
月
18
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
に
市

選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
に
病
院
な
ど
の
指
定
施
設

に
入
院・入
所
さ
れ
て
い
る
方
で
、要
件
を
満

た
す
方
は
、施
設
内
で
事
前
に
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、施
設
に
よ
っ
て
は
投
票
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
市
選
挙
管

理
委
員
会
ま
た
は
入
院・入
所
さ
れ
て
い
る

施
設
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
名
簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

進
学
や
就
職
、出
張
や
旅
行
な
ど
で
、選

挙
期
間
中
、名
簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町
村

に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、滞
在
先
の
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

▽
不
在
者
投
票
期
間

　

10
月
11
日
㈬
〜
21
日
㈯

※
不
在
者
投
票
の
場
所
や
受
付
時
間
に
つ
い

　

て
は
、滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

　

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
な
が
れ

①
不
在
者
投
票
請
求
書
・
宣
誓
書
様
式
の
取
得

　

高
山
市
の
不
在
者
投
票
請
求
書・宣
誓
書

を
HP

や
電
話
な
ど
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

②
不
在
者
投
票
請
求
書
・
宣
誓
書
の
提
出

　

ご
本
人
が
請
求
書・宣
誓
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、郵
送
で
市
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー

ル
に
よ
る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
投
票
用
紙
等
の
受
け
取
り

　

投
票
用
紙
や
投
票
に
必
要
な
不
在
者
投

票
証
明
書
が
高
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
請
求
書・宣
誓
書
に
か
か
れ
た
居
住
地
に

簡
易
書
留
で
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

④
お
近
く
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

　

投
票
用
紙
等
が
届
い
た
ら
、滞
在
先
の
市

区
町
村
の
不
在
者
投
票
所（
市
役
所・役
場

な
ど
）に
ご
本
人
が
出
向
き
、選
挙
管
理
委

員
会
の
指
示
に
従
い
不
在
者
投
票
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
こ
の
投
票
方
法
は
日
数
が
か
か
り
ま
す
の

　

で
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
等
学
校
で
の
期
日
前
投
票
所
開
設

　

今
回
の
選
挙
で
は
、政
治
に
関
心
を
持
つ

若
者
が
増
え
る
こ
と
を
目
的
に
、市
内
高
等

学
校
6
カ
所
で
主
に
放
課
後
の
時
間
帯
に
期

○変更となる投票所

日
前
投
票
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

新
し
く
有
権
者
と
な
る
み
な
さ
ん
は
、大

切
な
権
利
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、初
め
て
の

選
挙
か
ら
貴
重
な
1
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

◆
開
票
は
南
小
学
校
で
実
施

　

開
票
は
10
月
22
日
㈰
午
後
9
時
30
分
か

ら
南
小
学
校
屋
内
運
動
場（
岡
本
町
1
）で

行
う
予
定
で
す
。有
権
者
の
参
観
は
自
由
で

す
。開
票
状
況
は
開
票
所
内
に
表
示
す
る
ほ

か
、市
HP

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス（
配
信
項

目
：
選
挙
）で
も
配
信
し
ま
す
。

投票区名 変更前 変更後

山王 山王小学校
屋内運動場

山王小学校
校舎東側 第2会議室

花里 花里小学校
屋内運動場

花里小学校
校舎東側 英語ルーム

北 北小学校
屋内運動場

北小学校
　資源ごみ拠点集積所側

 少人数教室

黒谷 荘川体育館
玄関・ホール

惣則公民館
和室

万石 燦燦朝日館
ふれあいホール

万石公民館
会議室

広瀬町 こくふ交流センター
さくらホール

高山市国府支所
1階会議室

問合先 高山地区交通安全協会　☎36⊖2077

問合先 快適環境づくり市民会議（生活環境課内）
☎35⊖3188

ご注意ください!
投票所が変更となります

問
合
先
高
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
32-

５
３
３
３
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新火葬場建設基本構想を策定しました
　市では、新火葬場建設検討委員会の答申（平成29年3月24日付）を基本として、市議会での議論や市民からの意見
をふまえ、「高山市新火葬場建設基本構想」を策定しました。
　基本構想に基づいて候補地の公募や選考を進めていきます。基本構想の全文は市ホームページに掲載しています。

「ふるさと高山の自然と風土に抱かれた
厳かで温もりのある旅立ちの空間」

基本方針 具体的な整備方針

①故人の旅立ちにふさわしい
　厳かな空間

・日常生活の喧騒を感じさせない、静かで落ち着いた空間づくり
・告別・収骨室及び待合室を火葬炉ごとに個室として整備し、各室間の防音に
配慮
・他の参列者との交錯が無いよう動線に配慮　

②見送る人々にとって
　やさしく温もりのある空間

・障がいのある方や子どもなど、あらゆる方へ配慮した施設整備
・市民が利用する部門はバリアフリー、原則平屋建てとする

③高山の自然・文化・伝統に
　根差した高山らしい空間

・原則木造化（火葬部門は内装の木質化）
・地元の木製家具の利用
・高山の自然・文化・伝統が感じられる展示物

④
公
共
施
設
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
建
物

・建設及び維持管理の
　コストを考慮

・インフラ整備に高額なコストがかからないこと
・省エネルギーに配慮した施設整備
・作業通路の確保などメンテナンスを考慮

・誰もが利用しやすい
　場所・建物

・おもいやり駐車場・授乳室・多目的トイレの整備等
・可動間仕切り等による待合室規模の調整
・施設に親しみを持てる機能の整備（地域との融和）

・自然環境に配慮した
　施設

・大規模な森林開発の必要がないこと
・高効率な集じん設備を設置（建築物の高さは通常13ｍを超えるため、高さ制
限のある区域指定に留意）

・近隣住民の生活環境
　への配慮

・自然環境に関する方針と同様の配慮が必要
・施設に親しみを持てる機能の整備（地域との融和）
・周囲に植栽などによる緩衝帯を整備（隣地が山林である場合など土地の状
況により調整）
・周囲に対する防音の配慮

基本
コンセプト

施設の基本的機能

①火葬機能

②待合機能

③多目的機能※

④外構機能

参列者が最後のお別れやお骨上げを行う機能（火葬
炉別の告別・収骨室）

火葬を行う機能（炉室、監視室、残灰処理室等）

施設管理を行う機能（事務室、休憩室等）

参列者が火葬終了までの間、休憩やおときを行う機能
（待合室、待合ホール、配膳室等）

市民が施設に親しみを持ち、多目的に活用できる機能
（芝生広場・公園などの屋外スペースや多目的室等）

建物外部の付帯機能（緩衝帯、駐車場、その他付帯施
設等）

※候補地の状況や予算等を勘案し、必要に応じて設ける機能とします。また、待合室における展示など待合機能に併せた整備や、緩
衝帯を兼ねた芝生広場など外構機能に併せた整備も考慮します。

公募要件等市民説明会
　火葬場候補地の応募を検討される
方を対象に、応募方法や火葬場建設
の基本コンセプトなどについての説
明会を開催します。

期日　１０月１７日㈫
時間　午後７時～８時30分
場所　市保健センター２階集団指導室
　　　（花岡町２）
※事前申込不要です。直接ご来場くだ
さい。

問合先 市民課 ☎35⊖3495
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公
募
の
目
的

　

高
山
市
新
火
葬
場
建
設
基
本
構
想

に
基
づ
く
火
葬
場
を
建
設
す
る
た
め
、

そ
の
建
設
用
地
を
確
保
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

応
募
で
き
る
方

①
自
薦
の
場
合　

市
内
に
推
薦
地
を

所
有
す
る
個
人
ま
た
は
法
人（
推

薦
地
を
共
有
し
て
い
る
場
合
、そ
の

う
ち
１
人
を
応
募
者
と
す
る
）

②
他
薦
の
場
合　

市
民
ま
た
は
市
内

に
事
業
所
を
有
す
る
法
人・団
体

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、火
葬
場
建
設
の

候
補
地
と
す
る
こ
と
の
土
地
所
有
者

全
員
の
同
意
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
す
で
に
高
山
市
に
火
葬
場
候
補
地

と
し
て
提
案
の
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て

も
、新
た
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

10
月
16
日
㈪
〜
11
月
29
日
㈬

45
日
間

面
積
お
よ
び
法
令
等

　

施
設
、駐
車
場
お
よ
び
緩
衝
帯
の
整

備
の
た
め
に
、次
の
区
域
指
定
等
が
さ

れ
て
い
な
い
土
地
が
９
，０
０
０
㎡
程
度

は
確
保
で
き
る
こ
と
。

①
都
市
計
画
用
途
地
域
の
う
ち
第
一

種
・
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域

ま
た
は
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用

地
域

②
砂
防
指
定
地

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

④
地
す
べ
り
防
止
区
域

⑤
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

⑥
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域（
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
）

⑦
施
設
建
設
時
に
支
障
と
な
る
抵
当

権
な
ど
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設

定
さ
れ
た
土
地

面
積
の
考
え
方

　

基
本
構
想
で
は
、必
要
に
応
じ
て
設

け
る
機
能
と
し
て「
多
目
的
機
能
」に

か
か
る
敷
地
面
積
が
３
，０
０
０
㎡
程

度
あ
り
、そ
れ
を
含
め
て
敷
地
面
積

を
約
１
１
，８
０
０
㎡
と
試
算
し
て
い
ま

す
が
、多
目
的
機
能
が
必
要
で
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、９
，０
０
０
㎡
程

度
は
確
保
で
き
る
土
地
と
し
て
い
ま

す
。

所
在
地
の
範
囲

　

市
役
所
本
庁
舎
か
ら
の
直
線
距
離

が
15
㎞
程
度
ま
で
、ま
た
は
移
動
時
間

が
30
分
程
度
ま
で
の
土
地
で
あ
る
こ

と
。

※
対
象
を
絞
り
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
、

よ
り
広
い
範
囲
か
ら
候
補
地
を
募
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

留
意
事
項

①
応
募
の
あ
っ
た
土
地
の
情
報
に
つ
い

て
は
所
有
権
等
を
除
き
公
表
し
ま

す
。

②
公
有
地
に
つ
い
て
は
、公
募
要
件

（
応
募
者
に
関
す
る
事
項
を
除

く
）に
合
致
す
る
土
地
を
、併
せ
て

選
考
対
象
と
し
ま
す
。　

③
公
募
の
結
果
、検
討
委
員
会
に
お

い
て
基
本
構
想
に
適
し
た
候
補
地

が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、あ

ら
た
め
て
選
考
対
象
と
な
る
候
補

地
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と
し
ま

す
。

応
募
用
紙

　

市
民
課
②
番
窓
口
、各
支
所
地
域

振
興
課
で
配
布
ま
た
は
市
HP

か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
応
募
用
紙
を
使
用
。

提
出
先　

市
民
課
②
番
窓
口

新
火
葬
場
建
設
基
本
構
想
に
基
づ
く
候
補
地
を
公
募
し
ま
す

　

市
で
は
、新
火
葬
場
建
設
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申（
平
成
29
年
８
月
29
日
付
）を
受
け
、新
火
葬
場
建
設
の
候
補
地
に

つ
い
て
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
公
募
に
よ
る
推
薦
地
と
、公
募
要
件
に
合
う
公
有
地
を
併
せ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、選
考

対
象
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。新
火
葬
場
建
設
検
討
委
員
会
で
は
、こ
れ
ら
の
候
補
地
か
ら
建
設
地
を
ど
の
よ
う
に
絞

り
込
ん
で
い
く
の
か
、検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
募
要
件
等
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

決
算
の
認
定
や
補
正
予
算
な
ど

問
合
先
議
会
事
務
局

☎
35-

３
１
５
２

市
議
会
定
例
会
が
閉
会

　
9
月
1
日
か
ら
開
会
し
た
第
4
回
市
議
会
定
例
会
は
、
9
月
₂₈
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
、
平
成
₂₈
年
度
一
般
会
計
な
ど
の
決
算
の
ほ

か
、
₁₄
億
7
千
万
円
余
の
補
正
予
算
な
ど
、
市
長
お
よ
び
議
員
か
ら
提
案
さ

れ
た
案
件
は
、
次
の
と
お
り
報
告
・
認
定
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ん（
久
々
野
町
柳
島
）を
任
命
す

る
こ
と
へ
の
同
意

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
渡わ
た

辺な
べ

修し
ゅ
う
じ治
さ
ん（
下
岡
本
町
）を

選
任
す
る
こ
と
へ
の
同
意

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
４
人
を
推

薦
す
る
こ
と
へ
の
同
意

■
議
員
発
議（
4
件
）

▽｢

全
国
森
林
環
境
税｣

の
創
設
に
関

す
る
意
見
書

▽
道
路
財
特
法
に
お
け
る
補
助
率
等

の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続
等
を
求
め

る
意
見
書

▽
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
関
す

る
意
見
書

▽
公
共
施
設
台
帳
等
の
適
正
な
管
理

を
求
め
る
決
議

主
な
案
件

■
報
告
案
件（
2
件
）

▽
損
害
賠
償
額
の
専
決
処
分

▽
柳
橋
耐
震
補
強
事
業
な
ど
の
継
続

費
精
算
報
告

■
認
定
案
件（
10
件
）

▽
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
ほ
か

■
条
例
案
件（
1
件
）

▽
高
山
市
駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
改
正

■
事
件
案
件（
2
件
）

▽
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
39
台
の
取
得

▽
市
道
路
線
の
変
更

■
予
算
案
件（
2
件
）

▽
総
額
14
億
7
千
万
円
余
の
平
成
29

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
景
気

対
策
、射
撃
場
の
整
備
に
対
す
る

助
成
、災
害
復
旧
事
業
な
ど
）ほ
か

■
人
事
案
件（
6
件
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
に
白し
ら

田た

美み

樹き

問
合
先

広
報
ID
市
民
課 

☎
35-

３
４
９
５

１
０
０
１
４
０
４
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企画課 ☎35-3131 FAX35-3174
Mail：kikaku@city.takayama.lg.jp
1008788

申 込
問合先
広報ID

申 込
問合先

（一財）飛驒高山大学連携センター ☎57⊖5366  FAX57⊖5377
Mail：hidatakayama@renkei-center.jp

こころの体温計でストレス度を簡単チェック！
QRコードからアクセス ▼

番
交
川
安

番
交
川
安

り
通

寺
分

国

り
通

寺
分

国 橋
冶
鍛

橋
冶
鍛

市図書館「煥章館」

高山別院 高山別院 

下一之町
下一之町

下二之町
下二之町

下三之町下三之町

り
通

川
安

橋
生
弥

橋
生
弥

卍

★

桜町

道
参

表

橋
合
連

橋
合
連

大新町

高山祭屋台会館高山祭屋台会館

宮川宮川

七日町

北山公園北山公園

橋
前
宮

橋
前
宮

橋
動
不

橋
動
不

櫻山八幡宮

施
設
整
備
の
目
的

　

市
で
は
、
ま
ち
な
か
の
良
好
な
景
観

の
創
出
や
回
遊
性
の
向
上
、
地
域
の
活
性

化
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
古
い
町
並
の
下

町
エ
リ
ア
（
秋
の
高
山
祭
の
区
域
）
に
、

平
成
32
年
春
オ
ー
プ
ン
を
目
標
に
若
者
等

活
動
拠
点
施
設
整
備
の
検
討
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
整
備
は
、
次
代
を
担
う
若
者

た
ち
が
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
活

動
す
る
こ
と
を
通
じ
、
飛
驒
高
山
に
誇
り

と
愛
着
を
育
む
と
と
も
に
、
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
お
よ
び
周
辺
の
景
観
に
配

慮
さ
れ
た
美
し
い
町
並
み
の
維
持
を
目
指

す
も
の
で
す
。

候
補
施
設

　

下
二
之
町
大
新
町
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
お
よ
び
周
辺
の
使
用
さ
れ
て
い
な

い
町
家
等
を
中
心
に
候
補
施
設
の
検
討
を

行
っ
た
結
果
、
旧
村
田
邸
（
下
二
之
町
６

番
地
）
を
候
補
施
設
と
し
て
選
定
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
地
域
や
若
者
等
関
係
す
る
方
々

と
実
現
に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
活
用
例

　

若
者
が
や
り
た
い
こ
と
や
願
っ
て
い
る

こ
と
を
重
視
し
、
若
者
か
ら
の
意
見
聴
取

や
話
し
合
い
を
積
み
重
ね
、
今
後
、
具
体

化
し
て
い
く
予
定
で
す
。
な
お
、
現
時
点

で
想
定
さ
れ
る
活
用
例
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

※
活
用
例

・
高
校
や
大
学
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
拠
点
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

・
若
者
が
趣
味
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行

い
、
発
表
す
る
場

・
若
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、
つ

な
が
り
、
交
流
す
る
場

・
地
元
の
学
校
や
教
育
旅
行
の
児
童
・
生

徒
の
ま
ち
歩
き
の
拠
点

・
若
者
が
古
い
町
並
に
お
い
て
、
伝
統
文

化
や
四
季
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
場

〈
募
集
〉
整
備
内
容
等
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

整
備
前
の
構
想
段
階
か
ら
大
学
生
や
地

元
高
校
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
の
参
加

を
得
る
な
ど
、
市
民
・
専
門
家
・
地
域
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
建
物
改
修
（
ハ

ー
ド
）
、
整
備
後
の
企
画
・
運
営
（
ソ
フ

ト
）
の
両
面
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
ま

す
。

　

市
で
は
、
こ
の
取
組
に
賛
同
し
、
参
加

い
た
だ
け
る
若
者
や
、
若
者
の
取
組
を
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

み
ん
な
で
若
者
等
活
動
拠
点
施
設
整
備

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

若者等活動拠点施設を
一緒に考えるメンバー募集

●対象者
原則、市内に在住、在学または在勤の方（中
学生以上）
※今後、市からご案内する検討の場に参加
いただく予定です。
●応募方法
11月15日㈬までに来庁・ 郵送・ FAX・ MAIL

（所定の申込用紙に氏名、住所、電話番号
を明記）
※申込用紙は、企画課（本庁４階）または市
HPより取得してください。

みんなで考える下町デザイン講座

〈候補施設〉旧村田邸

明治初期に繭の卸業「村半」の店舗兼住宅と
して建築（推定築140年）

回 テーマ・講師 日時 場所

1 「毎回が発見の連続！
　　　歩くのが楽しい下町エリア」

横浜国立大学　野原卓准教授

11月4日㈯
午後2時～4時30分 高山信用金庫本店（下一之町）

2 11月5日㈰
午前10時～正午 下町エリア（フィールドワーク）

3 「下町で過ごす、暮らす、商う」
横浜国立大学　野原卓准教授

12月16日㈯
午後2時～4時30分 高山信用金庫本店（下一之町）

4 12月17日㈰
午前10時～正午 下町エリア（フィールドワーク）

5
「みんなで下町の将来の姿を考えよう」

東京大学　西村幸夫教授 
横浜国立大学　野原卓准教授

平成30年1月7日㈰
午後2時～4時30分 高山信用金庫本店（下一之町）

関連講座

●対象　原則、市内に在住、在学または在勤の方
●定員　20人程度（若者を優先させていただきます）　●参加料　無料
●申込方法　10月25日㈬までに FAX・MAIL（氏名、住所、電話番号等を明記）

候補施設　位置図
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いのちの森づくり
植樹祭
　木や森から生物やまちの多様性を
知る「緑の育成と樹木保護保存セミ
ナー2017森をつくろう（公益社団法人
岐阜県緑化推進委員会・岐阜県緑の
博士協議会）」が開催されます。
　セミナーでは、市が取り組む「いのち
の森づくり」の一環として、いのちの森
づくり植樹祭も実施します。たくさんの
みなさんの参加をお待ちしています。

日時　11月4日㈯
　　　午前10時～午後３時30分
場所　飛驒高山ビッグアリーナ 多目

　　的ルーム
　　　中山公園陸上競技場（山田町）
対象　どなたでも
定員　50人
参加料　無料（苗木プレゼント）
申込方法　10月25日㈬までにFAX・MAIL

　　　　　昼食弁当（500円）を希望さ
れる方は10月19日㈭まで

申 込
問合先

セミナー実行委員会
☎090-5871-6528（松井）
FAX058-273-7547
Mail:ryokka@xqj.biglobe.
ne.jp

　市制記念日
である11月1日
㈬に、市の発
展と世界の恒
久平和の実現
を祈念し、市
平和のシンボル「平和への絆」の鉦を打ち
鳴らします。どなたでも鉦を打ち鳴らしてい
ただけます。ぜひご参集ください。
　また、高山市平和都市宣言をより多くの
市民や来訪者へ広めるため制作した「高山
市平和都市宣言の碑」の除幕式を行います。
日時　11月1日㈬　午前10時
場所　市役所正面玄関（花岡町2）

高山赤十字病院　11月1日より外来の受付時間が変わります　午前8時30分～11時

ご意見をお寄せください～パブリックコメント実施中～

市では、安心して子どもを預けられる環境を整備することにより、
勤労者の多様な労働を支援するとともに市内の事業所等の労働力
確保を促進するため、夜間保育の事業実施を予定しています。

夜間保育の実施について、パブリックコメント（市民意見の募集）
を実施中です。皆さまのご意見をお寄せください。
案件名　夜間保育の実施について
意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学の方、市内に事務所・

事業所を有する方（法人・団体を含む）
閲覧場所　市 HP 、子育て支援課（本庁 1 階）、市民コーナー（本庁

1 階）、各支所、市内各保育園、幼稚園（休館・休園日を除く各施
設の開館時間内）
提出方法　所定の様式に意見をご記入のうえ、10月31日㈫までに

窓口、郵送・FAX ・MAIL

※様式は閲覧場所にあるほか、市 HP からもダウンロードできます。

問合・提出先 子育て支援課 ☎35-3140 FAX35-3165
Mail:kosodateshien@city.takayama.lg.jp

木質バイオマスによる熱供給を開始
飛驒荘川温泉桜

おう

香
か

の湯

地下室に設置された木質チップボイラー ボイラー施設

　市では、平成26年3月に「高山市新エネルギービジョン」を策定し、市民

誰もが身近で豊かな自然を利用することにより、自然エネルギーの利用に

よる暮らしの豊かさを実感できる「自然エネルギー利用日本一の都市」を

目指して取り組んでいます。

　その取組の１つとして、今回、公共施設の飛驒荘川温泉桜香の湯（荘

川町猿丸）において民間事業者（㈱井上工務店）による熱供給事業を9月

29日から始めました。これにより市内の森林から出る木材を自然エネルギ

ーとして活用することができ、エネルギーの地産地消が図られます。

　今後も市では、多くの森林面積を有する市域における木質バイオマスが

利用され、民間施設でも今回のような熱供給事業が普及するよう、さらな

る取組を進めます。

｢平和への絆｣の鉦打ち鳴らし
「高山市平和都市宣言の碑」除幕式

問合先 協働推進課 ☎35-3412

問合先 環境政策推進課
☎35-3533



人

丹生川町日面1147
☎79-2211
開館時間 9:00～16:00

高山市民無料入館券（11/12・13）
飛驒大鍾乳洞

大橋コレクション館

人

丹生川町下保1553
☎78-1507
開館時間 9:30～16:30

高山市民無料入館券（11/12・13）

千光寺円空仏寺宝館

秋の休日、家族で市内めぐりをしてみませんか

市外からの観光客の方はご利用できません

マナーを
守って楽しく見学

しましょう！

歴史文化（観光）施設市民

この券は高山市民のみ有効です

公開無料
　高山市民憲章の「文化をたっとび、伝統を生かし、正しい教養を身につけましょ
う」の実践として、市内の歴史文化（観光）施設のご協力のもと、家族のふれあいと
郷土の歴史文化に対する知識を深めることを目的とした、歴史文化（観光）施設市
民無料公開を実施します。
　今年も地域ぐるみで家族の時間を創出することもねらいとし、家庭の日（毎月
第３日曜日）の強調月間の１１月に２日間の日程で実施しますので、この機会にぜひ
ご家族で市内の施設めぐりにお出かけください。
　なお、施設によっては無料公開日が違いますので、入場券をご確認の上お出か
けください。

①各施設見学の際は下記の「無料入館券」に、入館される人数をご記入のうえ、切り離さずこのまま各施設の受付窓口へ提示
してください。

②各施設にて高山市民であることを確認させていただく場合がありますので、施設を見学される際は、市民であることを証明
するもの（運転免許証、健康保険証、マイナンバーカード等）をご持参ください。

③このチラシで家族単位で入館できます。なお、この無料入館券は１１月１2日（日）、１3日（月）のみ有効です。
④各施設のご理解とご協力により、無料で公開していただけますので、係員の指示に従い、マナーを守って見学してください。
⑤駐車場の狭い施設が多いため、できるだけ徒歩や公共交通機関をご利用ください。
　なお、所在地等は直接各施設にお問い合わせください。
⑥施設の都合により、当日臨時休館となる場合がありますので、ご了承ください。
⑦施設によって、無料公開日が違いますので、ご確認ください。

お願い

市民憲章推進協議会事務局
（協働推進課内）
☎0577-35-3412

市民であることを証明する
もの（運転免許証、健康保険
証、マイナンバーカードな
ど）をご持参ください。

問合先

高 山 地 域高山市民無料入館券 支 所 地 域高山市民無料入館券

人

桜町178
☎32-5100
開館時間 9:00～16:30
※いずれの施設からも入館可能

高山市民無料入館券（11/12・13）
高山祭屋台会館

桜山日光館

人

大新町2-44
☎32-8208
開館時間 9:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12）

宮地家住宅

人

上川原町125
☎36-5600
開館時間 9:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12）

松本家住宅

人

清見町夏厩713-23
☎67-3347
開館時間 10:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12・13）
飛驒絵本美術館
ポレポレハウス

人

大新町1-51
☎32-0038
開館時間 9:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12・13）

吉島家住宅

人

一之宮町3095
☎53-0035
開館時間 9:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12）

飛驒位山文化交流館

人

大新町1-52
☎32-0072
開館時間 9:00～16:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

日下部民藝館

人

上三之町69
☎35-3778
開館時間 9:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

藤井美術民芸館

人

上宝町本郷582-12
☎0578-86-2141
開館時間 9:00～16:00

高山市民無料入館券（11/12）

上宝ふるさと歴史館

人

上三之町82
☎32-1980
開館時間 10:00～16:00

高山市民無料入館券（11/12）

飛驒民族考古館

人

上二之町39
☎33-1354
開館時間 9:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13)

平田記念館

人

奥飛驒温泉郷一重ヶ根2535-309
☎0578-89-2761
開館時間 8:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

奥飛驒クマ牧場

人

奥飛驒温泉郷福地110
☎0578-89-2793
開館時間 8:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

福地化石館

人

神明町4-15
☎32-0406
開館時間 8:30～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

高山市政記念館

人

八軒町1-5 ☎32-0643
開館時間 8:45～16:30
※高校生以下常時無料

高山市民無料入館券（11/12・13）

高山陣屋

人

赤保木町400-2
☎36-5800
開館時間 9:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12）

風土記の丘学習センター

人

西之一色町3-2021
☎33-3317
開館時間 11:00～14:00

高山市民無料入館券（11/13）

飛驒開運乃森大七福神

人

上岡本町1-590 ☎34-4711
開館時間 8:30～17:00
※駐車料金300円要

高山市民無料入館券（11/12・13）

飛驒の里

人

千島町1111
☎37-1005
開館時間 9:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13）
飛驒高山まつりの森

（高山祭りミュージアム）

人

千島町900-1
☎37-6111
開館時間 10:00～18:00

高山市民無料入館券（11/12・13）
飛驒・世界生活文化センター

飛驒の匠ミュージアム（ミュージアム飛驒）

人

中山町175
☎34-6511
開館時間 10:00～16:00

高山市民無料入館券（11/12）
光ミュージアム 

（常設展示・特別展）

人

千島町1070 ☎37-1070
開館時間 9:00～17:00
※最終受付時間は、16:00
※当日に限り
　呈茶料金立礼席800円→500円、
　広間席1,300円→1,000円

高山市民無料入館券（11/13）
飛驒高山茶の湯の森
（茶の湯美術館）

人

馬場町2-98 ☎32-0174
入場時間 15:00～16:00
※入場時間厳守

高山市民無料入館券（11/13）

角正（庭園のみ）

人

人

人

上一之町75 ☎32-1205
開館時間 9:00～19:00
※庭園入園開放時間 7:00～21：00

高山市民無料入館券（11/12・13）

飛驒高山まちの博物館

人

西之一色町3－866
☎35-5603
開館時間 10:00～15:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

竜鉄也慕情館

人

清見町夏厩918-1 ☎67-3407

高山市民無料入館券（11/12）

飛驒プラネタリウム

上映時間　①10:00～②11:15～
　　　　　③13:15～④14:30～
※当日は子どもたちを対象にした番組を

中心に上映
※主に学習投映番組となり平成27年度

から小中学生のみ常時無料
※上映時間10分前には入館
　すること

人

国府町西門前474
☎72-2173

高山市民無料入館券（11/12）

安国寺経蔵（国宝）

案内時間　①9:00～
　　　　　②11:00～
　　　　　③13:30～
　　　　　④15:00～
※国宝の経蔵を開けて説明

人

西之一色町3-829-4 
☎37-2525
開館時間 10:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12）

飛驒高山テディベアエコビレッジ

◎この紙面が無料入館券となっていますので、取り外してこのままご持参ください。

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

人

奥飛驒温泉郷中尾2-34
☎0578-89-2133
開館時間 9:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12・13）

奥飛驒さぼう塾（資料館）
市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

鉄砲町6
☎32-0688
開館時間 9:00～15:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

高山別院寺宝館

下三之町1-19
☎36-3124
入場時間 9:30～16:30

高山市民無料入館券（11/12・13）
古い町並美術館
山下清原画展

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

8
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広報たかやま・議会だよりをあなたのスマホにお届けします！
～無料広報アプリ「マチイロ」で配信中～

問 合 先
市民憲章推進協議会事務局
（協働推進課内）
☎35⊖3412

　自分の生き方を見直し、他者の生き方を応援し、いのちの大切さやつながりを考
え、よりよく生きるとはどういうことなのかを自ら考えます。
　なお、冒頭にフラワーコンクールの表彰式を行います。
日時　11月13日㈪　午後６時30分～８時45分（開場は30分前）
場所　市民文化会館小ホール（昭和町1）　内容　「地球のステージ～高山特別版～」
講師　桑

くわ

山
やま

紀
のり

彦
ひこ

さん（NPO法人地球のステージ代表理事）
参加無料、事前申込不要です。直接ご来場ください。

高山市民憲章推進協議会
文化講演会



人

丹生川町日面1147
☎79-2211
開館時間 9:00～16:00

高山市民無料入館券（11/12・13）
飛驒大鍾乳洞

大橋コレクション館

人

丹生川町下保1553
☎78-1507
開館時間 9:30～16:30

高山市民無料入館券（11/12・13）

千光寺円空仏寺宝館

秋の休日、家族で市内めぐりをしてみませんか

市外からの観光客の方はご利用できません

マナーを
守って楽しく見学

しましょう！

歴史文化（観光）施設市民

この券は高山市民のみ有効です

公開無料
　高山市民憲章の「文化をたっとび、伝統を生かし、正しい教養を身につけましょ
う」の実践として、市内の歴史文化（観光）施設のご協力のもと、家族のふれあいと
郷土の歴史文化に対する知識を深めることを目的とした、歴史文化（観光）施設市
民無料公開を実施します。
　今年も地域ぐるみで家族の時間を創出することもねらいとし、家庭の日（毎月
第３日曜日）の強調月間の１１月に２日間の日程で実施しますので、この機会にぜひ
ご家族で市内の施設めぐりにお出かけください。
　なお、施設によっては無料公開日が違いますので、入場券をご確認の上お出か
けください。

①各施設見学の際は下記の「無料入館券」に、入館される人数をご記入のうえ、切り離さずこのまま各施設の受付窓口へ提示
してください。

②各施設にて高山市民であることを確認させていただく場合がありますので、施設を見学される際は、市民であることを証明
するもの（運転免許証、健康保険証、マイナンバーカード等）をご持参ください。

③このチラシで家族単位で入館できます。なお、この無料入館券は１１月１2日（日）、１3日（月）のみ有効です。
④各施設のご理解とご協力により、無料で公開していただけますので、係員の指示に従い、マナーを守って見学してください。
⑤駐車場の狭い施設が多いため、できるだけ徒歩や公共交通機関をご利用ください。
　なお、所在地等は直接各施設にお問い合わせください。
⑥施設の都合により、当日臨時休館となる場合がありますので、ご了承ください。
⑦施設によって、無料公開日が違いますので、ご確認ください。

お願い

市民憲章推進協議会事務局
（協働推進課内）
☎0577-35-3412

市民であることを証明する
もの（運転免許証、健康保険
証、マイナンバーカードな
ど）をご持参ください。

問合先

高 山 地 域高山市民無料入館券 支 所 地 域高山市民無料入館券

人

桜町178
☎32-5100
開館時間 9:00～16:30
※いずれの施設からも入館可能

高山市民無料入館券（11/12・13）
高山祭屋台会館

桜山日光館

人

大新町2-44
☎32-8208
開館時間 9:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12）

宮地家住宅

人

上川原町125
☎36-5600
開館時間 9:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12）

松本家住宅

人

清見町夏厩713-23
☎67-3347
開館時間 10:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12・13）
飛驒絵本美術館
ポレポレハウス

人

大新町1-51
☎32-0038
開館時間 9:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12・13）

吉島家住宅

人

一之宮町3095
☎53-0035
開館時間 9:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12）

飛驒位山文化交流館

人

大新町1-52
☎32-0072
開館時間 9:00～16:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

日下部民藝館

人

上三之町69
☎35-3778
開館時間 9:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

藤井美術民芸館

人

上宝町本郷582-12
☎0578-86-2141
開館時間 9:00～16:00

高山市民無料入館券（11/12）

上宝ふるさと歴史館

人

上三之町82
☎32-1980
開館時間 10:00～16:00

高山市民無料入館券（11/12）

飛驒民族考古館

人

上二之町39
☎33-1354
開館時間 9:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13)

平田記念館

人

奥飛驒温泉郷一重ヶ根2535-309
☎0578-89-2761
開館時間 8:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

奥飛驒クマ牧場

人

奥飛驒温泉郷福地110
☎0578-89-2793
開館時間 8:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

福地化石館

人

神明町4-15
☎32-0406
開館時間 8:30～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

高山市政記念館

人

八軒町1-5 ☎32-0643
開館時間 8:45～16:30
※高校生以下常時無料

高山市民無料入館券（11/12・13）

高山陣屋

人

赤保木町400-2
☎36-5800
開館時間 9:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12）

風土記の丘学習センター

人

西之一色町3-2021
☎33-3317
開館時間 11:00～14:00

高山市民無料入館券（11/13）

飛驒開運乃森大七福神

人

上岡本町1-590 ☎34-4711
開館時間 8:30～17:00
※駐車料金300円要

高山市民無料入館券（11/12・13）

飛驒の里

人

千島町1111
☎37-1005
開館時間 9:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12・13）
飛驒高山まつりの森

（高山祭りミュージアム）

人

千島町900-1
☎37-6111
開館時間 10:00～18:00

高山市民無料入館券（11/12・13）
飛驒・世界生活文化センター

飛驒の匠ミュージアム（ミュージアム飛驒）

人

中山町175
☎34-6511
開館時間 10:00～16:00

高山市民無料入館券（11/12）
光ミュージアム 

（常設展示・特別展）

人

千島町1070 ☎37-1070
開館時間 9:00～17:00
※最終受付時間は、16:00
※当日に限り
　呈茶料金立礼席800円→500円、
　広間席1,300円→1,000円

高山市民無料入館券（11/13）
飛驒高山茶の湯の森
（茶の湯美術館）

人

馬場町2-98 ☎32-0174
入場時間 15:00～16:00
※入場時間厳守

高山市民無料入館券（11/13）

角正（庭園のみ）

人

人

人

上一之町75 ☎32-1205
開館時間 9:00～19:00
※庭園入園開放時間 7:00～21：00

高山市民無料入館券（11/12・13）

飛驒高山まちの博物館

人

西之一色町3－866
☎35-5603
開館時間 10:00～15:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

竜鉄也慕情館

人

清見町夏厩918-1 ☎67-3407

高山市民無料入館券（11/12）

飛驒プラネタリウム

上映時間　①10:00～②11:15～
　　　　　③13:15～④14:30～
※当日は子どもたちを対象にした番組を

中心に上映
※主に学習投映番組となり平成27年度

から小中学生のみ常時無料
※上映時間10分前には入館
　すること

人

国府町西門前474
☎72-2173

高山市民無料入館券（11/12）

安国寺経蔵（国宝）

案内時間　①9:00～
　　　　　②11:00～
　　　　　③13:30～
　　　　　④15:00～
※国宝の経蔵を開けて説明

人

西之一色町3-829-4 
☎37-2525
開館時間 10:00～17:00

高山市民無料入館券（11/12）

飛驒高山テディベアエコビレッジ

◎この紙面が無料入館券となっていますので、取り外してこのままご持参ください。

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

人

奥飛驒温泉郷中尾2-34
☎0578-89-2133
開館時間 9:00～16:30

高山市民無料入館券（11/12・13）

奥飛驒さぼう塾（資料館）
市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

鉄砲町6
☎32-0688
開館時間 9:00～15:00

高山市民無料入館券（11/12・13）

高山別院寺宝館

下三之町1-19
☎36-3124
入場時間 9:30～16:30

高山市民無料入館券（11/12・13）
古い町並美術館
山下清原画展

市民
常時
無料

市民
常時
無料

市民
常時
無料

9
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みんなで防ごう！麻薬・覚醒剤・大麻の乱用！
麻薬・覚醒剤乱用防止運動（10月1日～11月30日）
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ヒッツFM（76.5MHz）はスマホ・PCからも聴けます！
～インターネットでラジオ配信・サイマルラジオ放送～

飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館

●
特
別
展
記
念
講
座

　

現
在
開
催
中
の
秋
季
特
別
展

「
か金

森

な
も
り
を
知
る
」
を
、
さ
ら
に

詳
し
く
知
って
い
た
だ
く
た
め
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

・「–

大
坂
の
陣–

秀
頼
方
に
つ
い
た

別
家
・
金
森
掃か
も
ん
の
す
け

部
介
」

期
日　

10
月
18
日
㈬

時
間　

午
後
7
時
〜
9
時

・「
金
森
氏
が
望
ん
だ
美
濃
・
郡
上
の

領
地–

宝
暦
騒
動
で
改
易–

」

期
日　

11
月
19
日
㈰

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

●
展
示
解
説
会

　

特
別
展
の
展
示
資
料
を
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

期
日　

10
月
15
日
㈰
日
本
語
解
説

　
　
　

11
月
5
日
㈰
英
語
解
説

時
間　

午
後
0
時
45
分
〜
1
時
30

分※
事
前
申
込
不
要
で
す
。
直
接
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

森
エ
コ
　
カ
フ
ェ

　

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み
な
が

ら
、
森
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
つ

い
て
語
り
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ま
連
れ

も
大
歓
迎
で
す
。

期
日
　
10
月
20
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

飛
驒
高
山・森
の
エコハ
ウ
ス（
西

之
一
色
町
3
）

参
加
料　

300
円
（
お
茶
代
）

原
山
市
民
公
園

　
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

期
日　

10
月
22
日
㈰

時
間　

午
前
7
時
〜
11
時

場
所　

原
山
市
民
公
園
屋
外
ス
テ
ー

ジ
で
受
付
し
、
た
め
池
ま
た
は
山
頂
へ

ハ
イ
キ
ン
グ

※
事
前
申
込
不
要
・
参
加
無
料
で
す
。

直
接
現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
先
着
100
名
に
苗
木
と
多
肉
植
物
を

差
し
上
げ
ま
す
（
荒
天
時
は
ハ
イ
キ
ン

グ
を
中
止
し
、
苗
木
と
多
肉
植
物
を

配
布
）

飛
驒
の
里
秋
の
イ
ベ
ン
ト

●
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

期
日
　
10
月
21
日
㈯
〜
11
月
12
日
㈰

（
期
間
中
の
金
土
日
祝
の
み
）

時
間　

午
後
5
時
30
分
〜
9
時

※
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
は
駐
車
場
を
無
料

開
放
し
ま
す
。

●
飛
驒
の
里
ま
つ
り
（
子
供
伝
統
芸

能
の
発
表
会
）

期
日　

10
月
28
日
㈯

時
間　

午
後
1
時
〜
3
時

場
所　

立
保
神
社
ほ
か

●
第
5
回
新
そ
ば
ま
つ
り

　

新
そ
ば
の
食
べ
く
ら
べ
や
特
産
品
の

販
売
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。

期
日
　
10
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で

き
る
も
の
を
提
示
す
る
と
入
館
無
料

で
す
。

第
3
回
飛
驒
の
美
味
し
い

　
お
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
30
年
に
高
山
市
で
開
催
さ
れ
る

「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国

際
大
会
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
記
念
講
演
や
講
習
会
の
ほ
か
、

飛
驒
の
美
味
し
い
お
米
ラ
ン
チ
（
500
食

限
定
・
無
料
）
の
提
供
や
新
米
の
量
り

売
り
が
あ
り
ま
す
。

期
日　

10
月
25
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

場
所　

市
民
文
化
会
館
（
昭
和
町

1
）

ひ
だ
桃
源
郷
収
穫
劇
場

　

リ
ン
ゴ
や
野
菜
な
ど
、
久
々
野
地

域
の
秋
の
味
覚
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
三
重
県
南
伊
勢
町
の
海
産

物
や
ミ
カ
ン
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

期
日
　
10
月
29
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　

久
々
野
公
民
館
（
久
々
野

町
久
々
野
）

問
合
先
飛
驒
民
俗
村

☎
34-
４
７
１
１

問
合
先
ひ
だ
高
山
木
の
家
ね
っ
と

☎
52-

２
５
２
５

問
合
先
（
一
財
）高
山
市
施
設
振
興
公
社

☎
32-

０
４
０
６

全国高等学校総合体育大会・第67回全国高等学校スキー大会
100日前イベントカウントダウンボード点灯式

　全国高等学校スキー大会の開催100日前を迎えるにあたり、カウ
ントダウンボードの点灯式が行われます。
　式典は、カウントダウンボードの製作や司会、イベントの和太鼓演
奏など、すべて高校生が主役となり行われます。高校生の輝く姿を皆
さんで応援してください。

日時　10月27日㈮　午前11時30分～午後0時30分
場所　市役所正面玄関前（花岡町2）

問
合
先
久
々
野
ま
ち
づ
く
り
運
営

委
員
会

☎
52-

３
０
９
８

問
合
先
飛
驒
の
美
味
し
い
お
米
・
食
味

コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
（
Ｊ

Ａ
ひ
だ
内
）

☎
36-

３
８
８
０

問合先 スポーツ推進課　☎35⊖3157

問
合
先
飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館

☎
32-

１
２
０
５

全国高等学校総合体育大会とは
　昭和38年から続く大会で、現在では、規模・内容において高校生最
大のスポーツの祭典に発展し、夏季・冬季大会が開催されています。
　高山市では、平成30年2月4日～8日にスキー大会アルペン競技、
8月1日～4日にアーチェリー大会が開催されます。

飛
驒
高
山
か
ら
元
気
を
発
信
！

秋
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
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ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/情報のひろば 市役所の住所　〒506-8555  花岡町2-18

ヒッツFM（76.5MHz）「おもてなしの英会話」毎週火～木曜日7：25～、17：55～放送中
テキスト版を市HPで公開しています（広報ID　1005316）

募
集

委員会・審議会を
公開しています

公開予定の委員会・審議会

●傍聴は先着順となります。
●開催日時や場所が変更となる場合があります。
また、議題など詳細についても担当課へお問い
合わせください。

開催日 会議名ほか 担当課

10/16
㈪

庁議（幹部会）
8:30～
市役所
4階特別会議室

企画課
☎35-3131

10/26
㈭

農業委員会
13:30～
丹生川支所
2階防災集会室

農業委員会
事務局

☎35-3141

10/27
㈮

教育委員会
13:30～
市役所
3階行政委員会室

教育総務課
☎35-3153

男女共同参画講座  夫婦で学ぶイクメン☆チャレンジ
夫婦コミュニケーション講座

　夫婦で精神面での充実を図り、実りのある豊かな結婚生活を
送るための、家族、夫婦のコミュニケーションの取り方をお伝え
します。
日時　11月5日㈰、19日㈰　午後１時30分～３時30分（両日とも）
場所　市役所（花岡町2）
講師　平

ひら

野
の

晃
あき

人
と

さん（心理カウンセラー・学習塾マイポート塾長）
定員　子育て世帯の夫婦10組（２回とも参加できる方）
申込方法　10月27日㈮までに TEL・FAX（氏名、住所、電話番号、託児希望の有無を明記）

問合先 協働推進課　☎35⊖3412　FAX35⊖3414

家庭ごみの豆知識 ❼ ごみの出し方 ～よくある質問～

Ｑ.ふとんを出したいのですが？
　Ａ.ごみ袋(45ℓ以下)の大きさ(85cm×65cm)程度にたた
み、ひもで十文字にしばり「可燃ごみ処理券」を貼って可
燃ごみ収集日の当日朝８時30分までに出してください。

Ｑ.古着を出すとき、ボタンやファスナーは取らなければいけないの？
　Ａ.資源ごみとして古着(古布)を拠点集積所に出すときには、ボタンやファス
ナーを取る必要はありません。可燃ごみには出さず、出来るだけ資源化にご
協力ください。

Ｑ.袋に入らない小型家電はどうすればいいの？
　Ａ.資源リサイクルセンター・久々野クリーンセンター
に直接持ち込むか(無料)、粗大ごみ戸別収集(有
料・予約制)をご利用ください。袋に入らない小型
家電はごみステーションには出せません。

期日　11月23日（木・祝）
時間　午前８時20分受付開始
場所　中山公園陸上競技場を発着点とした周辺道路
部門・距離
　①小学生３・４年（男女２㎞）	 ②小学生５・６年（男女２㎞）
　③中学生（男女３㎞）	 ④高校生（男５㎞、女３㎞）
　⑤一般女子（２㎞）	 ⑥青年男子（５㎞・30歳未満）
　⑦一般男子（３㎞・30～39歳）	 ⑧壮年男子（３㎞・40～49歳）
　⑨実年男子１部（３㎞・50～64歳）	 ⑩実年男子２部（３㎞・65歳以上）
　⑪男子フリー（年齢制限なし・５㎞）	 ⑫健康完走マラソン（２㎞）
　⑬車いすレース（800m・400m〈レバー式〉）
参加料
　■一般：2,000円　　■高校生：1,500円　　	■小・中学生：1,000円
　■健康完走マラソン、車椅子レース：500円　　■幼児：無料（保護者同伴）
申込方法　10月31日㈫までに参加料を添えてビッグアリーナ窓口へ

市民健康マラソン第41回

10月17日～23日の一週間は

「薬と健康の週間」です
　病気やけがを治す
のに役立つ「薬」。し
かし、正しく使わなけ
れば思わぬ副作用を
引き起こすこともあり
ます。医師や薬剤師等の専門家に相
談して正しく使用しましょう。薬を使う
ときは、次のことに注意しましょう。
○薬の説明文をよく読みましょう
○薬の使用期間、用法、用量を守りま
　しょう
○高齢の方は薬の使用に特に注意し
　ましょう
　高齢者はさまざまな病気にかかって
いることが多いので、複数の薬を併用
する機会が増えます。また、内臓の働き
が弱くなっているため、薬が効きすぎた
り、思わぬ副作用が現れることがあり
ます。医師や薬剤師など専門家の説明
を十分に受け、正しく使いましょう。
○薬は正しく保管しましょう
　誤飲を防ぐために、子どもの手の届
きにくいところに置きましょう。
　湿気、日光、高温を避けて保管し、有効
期限を過ぎた薬の使用はやめましょう。
○お薬手帳を活用しましょう
○かかりつけ薬局を持ちましょう

問合先 健康推進課
☎35⊖3160 問合先 資源リサイクルセンター　☎35⊖1244

申 込
問合先

市体育協会
☎34⊖3333
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メールMAIL

MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ 情報のひろば

『こころの電話相談』いのち・サポートひだ ☎36-4670（毎週土曜日・日曜日 午後7時～10時）

募
集

H29年度 スキー場従業員募集
乗鞍高原飛驒高山スキー場 ひだ舟山スノーリゾートアルコピア モンデウス飛驒位山スノーパーク

対象 満18歳以上の健康な方

募集職種

◦リフト係、駐車場係など（22人程度）
◦チケット売場・事務補助など（2人程度）
◦圧雪車オペレーター（1人）

◦リフト係員（20人程度）
◦チケット売場（2人）
◦降雪係員（若干名）

◦リフト係員（20人程度）
◦チケット売場（2人）
◦レンタル（3人）
◦レストラン（10人程度）
◦レジ係他（４人）

雇用期間 12月23日～平成30年3月31日
（但し、リフト営業期間とする）

12月23日～平成30年3月18日
（但し、リフト営業期間とする）

12月23日～平成30年3月11日
（但し、リフト営業期間とする）

勤務時間 午前８時15分～午後５時 午前８時～午後５時

申込方法 11月２日㈭までに履歴書（顔写真添付）を各申込先へ（郵送可・当日必着）

申　込
問合先

〒506-8555　高山市花岡町2-18
高山市　商工観光部　観光課
　☎0577-35-3145
乗鞍高原飛驒高山スキー場
　☎0577-31-1020

〒509-3213　高山市久々野町渚2685
㈲ひだ桃源郷 
　☎0577-52-4100
(注:観光課では受付けません)

〒509-3505　高山市一之宮町7846-1
（一財）位山ふれあいの里

 　☎0577-53-2421
(注:観光課では受付けません)

荒城農業体験交流館
体験教室

楽しむスポーツ教室
ソフトバレー初心者教室

対象　市内在住・在勤の方
場所　荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込方法　 TEL・FAX（超えた場合は抽選）
●飾り巻き寿司教室
　テーマは「ハロウィン」
期日　10月25日㈬
時間　午後１時30分～３時30分
定員　10人　　　参加料　1,200円
申込期限　10月23日㈪
●お菓子つくり教室
　「さつまいものスフレケーキ」
期日　10月26日㈭
時間　午後１時～3時30分
定員　８人　　　参加料　1,200円
申込期限　10月20日㈮

期間　11月7日～12月19日までの毎週火
　　　曜日（全７回）
時間　午後８時～10時
場所　ビッグアリーナ（中山町）
対象　市内在住・在勤の方（児童・生徒・
　　　学生を除く）
定員　25人（超えた場合は抽選）
参加料　1,000円（保険料）
申込方法　10月31日㈫までに窓口・TEL

申 込
問合先

申 込
問合先

荒城農業体験交流館
☎72⊖1066　FAX72⊖1067

飛驒高山ビッグアリーナ
☎34⊖3333

結婚支援イベント
参加者募集
　パーティー形式の婚活イベントを開催します。
　ゆっくり食事を楽しみながら、参加者と存分にコミュニケーションを取りましょう。積極的にコ
ミュニケーションが取れない場合は、スタッフがフォローしますのでお気軽にご参加ください。

日時　11月26日㈰　午前11時〜午後1時
場所　市内（詳細は参加決定者の方へ
　　　お知らせします）
対象　おおむね45歳以上60歳以下の
　　　独身男女
定員　男女各15人（応募者多数の場合は抽選）
参加料　男性6,000円、女性4,000円

申込方法　「結婚支援イベント参加申込」
と明記のうえ、氏名、住所、性別、生年
月日、携帯番号を11月14日㈫午後4時

までに来館・TEL・FAX・MAIL（個人情報
は当イベントの実施のためのみに使用し
ます。また、イベントの詳細は参加決定
者のみに11月17日㈮発送予定です）。

申 込
問合先

勤労青少年ホーム・女性青少年会館
（ＮＰＯ法人まほろば高山事業団）
〒506-0026 花里町1-64
☎32⊖0394　FAX35⊖2394
Mail:info@takayama-home.jp

利用
しませんか 滞在型農園施設「彦

ひ こ だ に

谷の里
さ と

」
　清見町夏厩にある「彦谷の里」は、農業に親しみな
がら地域住民とのふれあいを通じて田舎暮らしを体感
することができる滞在型市民農園です。来年度の利
用者を募集しますので、田舎暮らしに興味のある市外
の方にもぜひＰＲをお願いします。
対象　農園の適正管理と地域行事に参加できる方（応募者と面接あり）
定員　５組程度（多数の場合は抽選）
利用期間　平成30年４月から１年間（最長５年延長可）
建物　①11棟　②９棟
面積　①建物70.9㎡・農園32㎡　②建物68.4㎡・農園16㎡
　＊いずれもバス、キッチン、トイレ、ロフトあり
賃借料　①46万8,000円／年　②43万2,000円／年
　＊いずれも光熱水費は利用者負担です
申込方法　11月30日㈭までに TEL・FAX・MAIL

申 込
問合先

彦谷の里管理組合
☎・FAX 67⊖3182
Mail:info@hikodani.net

Topic 秋の収穫祭
　地域住民と一緒に、地域で採
れた農産物の振る舞いや自然観
察会などを行います。また、施設
の現地案内や説明会、現在の利
用者との交流も行います。

期日　10月21日㈯
時間　午前9時～午後3時
場所　彦谷の里（清見町夏厩）

広告
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毎月19日は食育の日です　地元農産物や旬の食材について知りましょう

募
集

弁護士無料法律相談会

対象　市内在住の方
期日　11月21日㈫
時間　午後１時～４時
場所　市役所（花岡町２）
定員　９人（超えた場合は抽選）
申込方法　11月14日㈫までに TEL

申込・問合先
広報ID

福祉課　☎35⊖3139
1004899

犯罪被害者相談会

　ぎふ犯罪被害者支援センターによる相談
会が開催されます。秘密は厳守されます。
期日　10月25日㈬
時間　午前11時～午後３時
場所　市役所（花岡町２）
当日受付　協働推進課（本庁３階）窓口
　　　　　へお越しください。
※相談無料、事前申込不要です。

問合先 ぎふ犯罪被害者支援センター
☎0120-968-783

甲種防火管理新規講習会

らーちん（楽筋操）講座

　消防法で定められた一定規模以上の
旅館やホテル、店舗、飲食店などに選任
が必要な防火管理者の資格取得講習会
を開催します。
参加資格　防火対象物に勤務し、監督
　　　　　的な立場にある方
期日　11月９日㈭～10日㈮
時間　午前９時30分～午後４時
　　　※２日間受講必要
場所　丹生川支所（丹生川町坊方）　	
定員　80人程度（超えた場合は抽選）
参加料　1,800円（テキスト・教材費）
申込方法　申込書に必要事項を記入の
うえ、11月２日㈭までに予防課、高山消
防署、各分署、各出張所へ提出・FAX

※申込書は高山消防署、各分署、出張所
のほか、市HPからダウンロードできます。

　リンパの流れを良くして肩こりや腰痛を
緩和するストレッチ＆デトックス（体内にた
まった毒素の排出）体操です。
対象　市内在住・在勤の方
期間　11月16日～平成30年１月18日までの
　　　毎週木曜日
時間　午後１時～２時
場所　女性青少年会館（花里町１）
定員　20人（超えた場合は抽選）
参加料　1,000円
申込方法　10月26日㈭までに来館・TEL・

FAX・MAIL（講座名、氏名、住所、電話番
号、生年月日を記載）

　お店の人が講師となり、プロならではの
専門知識を生かした講座を無料で開設し
ます（材料費を要する場合は実費）。
　ゼミ中の販売行為はありませんので、気
軽にお申し込みください。
期間　10月25日㈬～11月25日㈯
場所　国分寺通りや本町通りなど、中心
　　　市街地の店舗
※講座の内容や参加店舗など、詳しくは
案内チラシやHPをご覧ください。案内チ
ラシは、市民コーナー（本庁1階）や各支
所、中心市街地の店舗などにあります。

申 込
問合先
広報ID

申 込
問合先

問合先

予防課
☎32⊖3027　FAX35⊖3599
1008777

女性青少年会館
☎32⊖0394　FAX35⊖2394
Mail:info@takayama-home.jp

飛驒高山まちゼミ実行委員会
☎090⊖4262⊖4310（原）
HP：http://machizemi.hida-ch.com/

第６回飛驒高山
あんきな街なか講座（まちゼミ）

対象　市内在住で65歳以上の方（過去に受講したことがない方）
参加料　無料　　申込方法　10月26日㈭までに TEL

主な内容　健康チェックや健康体操、健康に関する日常の身近な
　　　　　話題（ひざ痛予防、認知症予防など）についての学習会

※初回は説明会になります。

ひざ腰元気教室高齢者健康教室

日　　時 場　所 定員
10月30日～平成30年4月9日
毎週月曜日　13：30～15：30 山王福祉センター（森下町1） 12人程度

11月2日～平成30年3月29日
毎週木曜日　13：30～15：30 市保健センター（花岡町2） 15人程度

申込・問合先 福祉サービス公社　☎36⊖2940

　岐阜県福祉友愛プールとは、さまざまな障がいなどに配慮した設備を備える障がい
者用の屋内温水プールのことです。
場　所　岐阜市鷺山向井2563－18
時　間　５月～９月…午前９時～午後９時／10月～４月…午前10時～午後９時
休館日　毎週火曜日、祝日の翌日、年末年始など
利用者　障がい者とその介助者および60歳以上の方
料　金　障がい者200円（高校生以下の障がい者100円）、介助者100円、
　　　　60歳以上400円

　このほど、飛驒圏域（３市１村）にお住いの障がい者と介助者の方を対象とした無料
バスツアーを開催しますので、ぜひこの機会に体験してください。
無料バスツアー　（施設利用料は負担いただきますが、バス代は無料です）
日　時　11月18日㈯　飛驒市若宮駐車場発（8：00）→高山市役所（8：30）→アクアト

トぎふ見学（10：30～12：30）→プール体験（13：00～15：30）→高山市役所
（17：45）→飛驒市若宮駐車場着（18：15）

申込方法　11月４日㈯までに TEL・FAX
対象は障がい者
と介助者です

岐阜県福祉友愛プールを体験しませんか

申込・問合先 県福祉友愛プール　☎058⊖295⊖1100　FAX058⊖295⊖1020
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メールMAIL

MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ

 図書館からのお知らせ

情報のひろば

10月27日は「文字・活字文化の日」、10月27日から11月9日は「読書週間」です。

お
し
ら
せ

期日 時　間 場　所

26日㈭ 13：30～16：30 平和メディク㈱（下切町）

27日㈮
9：00～11：30 ウェディングパーク高山フローラ（桐生町8）

13：30～16：00 高山信用金庫本店（下一之町）

月後半の献血●10
●駐車場が少ない会場もありますので
ご注意ください。

　就職に関する相談や求人情報の提供など、幅広くサービスを提供しています。それぞれ
に合ったきめ細かい職業相談を行っていますので、お気軽にご利用ください。
時間　平日の午前８時30分～午後５時15分
場所　商工課（本庁２階・花岡町２）および上宝支所（上宝町本郷）
内容　市内事業所の求人情報を紹介・提供します。市内事業所
　　　の求人を受け付けし、求職者に情報提供します。無料職
　　　業紹介所の相談員による就職相談や面接の支援を行い
　　　ます。

ご利用ください　市無料職業紹介所
問合先 商工課　☎35⊖3144

荒城農業小学校
野菜の販売体験

　荒城農業小学校に参加している子ども
たちが育てた野菜を、子どもたち自身で販
売します。ぜひご来場ください。
日時　10月21日㈯　午前９時～10時30分
場所　JAひだアグリパーク　アグリ高山
　　　店前（上切町）

問合先 荒城農業体験交流館
☎72⊖1066

ミセス生活学校
物を活かす交換会

　限りある資源を大切にするため、夏物を
中心とした衣料や日用雑貨、おもちゃなど
を安く販売します。売上金の一部は福祉
活動に役立てます。
日時　10月29日㈰　午前10時～午後２時
場所　市民文化会館（昭和町１）

問合先 生涯学習課　☎35⊖3155

イクメンおはなし会

朗読･民話の語り「むかし話」　第1回

　ALT（外国語指導助手）による英語での絵本の
読み聞かせや歌、簡単なゲームなどを行います。
日時　10月21日㈯　午後３時～３時30分
場所　市図書館「煥章館」（馬場町２）
定員　30人　※入場無料、事前申込不要です。

　季節にちなんだ絵本の読み聞かせや紙芝居などを行いま
す。入場無料、事前申込不要です。
●上宝分館
日時　10月28日㈯　午前10時30分～11時30分
場所　上宝分館（上宝町本郷）	　　定員　30人
●荘川分館
日時　11月３日（金・祝）　午前10時30分～11時30分
場所　荘川分館（荘川町新渕）

　1歳6カ月児を対象としたブックスタートです。絵本の引き換え
には母子手帳と引換券が必要です。
日時　10月28日㈯　午前10時30分～11時
場所　丹生川分館（丹生川町坊方）

英語でおはなし会 with ALT

おはなし会スペシャル（上宝・荘川分館）

ブックスタートin丹生川分館

　育児に携わる男性や育児に関わる方を対象に、子どもと一緒
に遊べるおもちゃの工作やレクリエーション、絵本の読み聞かせ
を行います。第２部では、男性スタッフと読み聞かせボランティア
「かるがもおはなし隊」によるおはなし会を行います。
期日　10月28日㈯
時間　第１部：午前10時～11時
　　　第2部：午前11時～11時30分
場所　市図書館「煥章館」（馬場町２）
対象　親子（中学生以上は１名での参加も可）
定員　15組（応募多数の場合は抽選）
　　　※第２部はどなたでも参加していただけます。
参加料　無料
申込方法　10月22日㈰までに来館･ TEL・FAX・ハガキ（住所、氏

　　　　名、電話番号を明記）

　飛驒をはじめ世界各地の人たちが、代々伝承してきた話の朗
読や語りを実施します。
日時　10月22日㈰　午後２時～３時
場所　市図書館「煥章館」（馬場町２）
定員　50人　※入場無料、事前申込不要です。

申 込
問合先

市図書館「煥章館」 ☎32–3096  FAX32–3098
Mail：library@library.takayama.gifu.jp

問合先 福祉課　☎35⊖3356

図
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お
し
ら
せ

ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

10月・11月のこよみ

《今後の予定》市民健康マラソン（11月23日）

市内に流通する東日本17都県産食品の放射性物質検査の結果

放射性セシウムは検出されませんでした（測定下限値未満）。
調査日 産地 品目 測定値

９月26日㈫
山形県 メ ロ ン 検出せず
長野県 レ タ ス 検出せず

９月12日㈫
長野県 ナ シ 検出せず
茨城県 カ ボ チ ャ 検出せず

単位： Bq/kg
ベクレル毎キログラム

10月15日㊐
リサイクル資源回収（岩滝小PTA、朝日小中PTA
合同）

飛驒荘川ふるさと祭り（荘川の里）

17日㊋ 大相撲高山場所（ビッグアリーナ）

20日㊎ 秋の文化・産業フェスティバル（～22日・飛驒・世
界生活文化センター）

21日㊏
第2回飛驒位山トレイル（モンデウス飛驒位山ス
ノーパーク周辺）

リサイクル資源回収（中山中PTA）

22日㊐
衆議院議員総選挙

ひだ清見紅葉まつり（ウッドフォーラム飛驒）

29日㊐ リサイクル資源回収（北稜中ＰＴＡ）

11月1日㊌ 市制記念日

3日㊎ 飛驒にゅうかわ宿儺まつり（丹生川支所前）

5日㊐ リサイクル資源回収（清見中ＰＴＡ）

11日㊏ リサイクル資源回収（西小ＰＴＡ、久々野社教リサイクル）

お し ら せ

東日本大震災の義援金
◆みなさまからお寄せいただいた義援金

88,865,603円
（9月30日現在の集計）

◎平成30年3月31日まで延長して、本庁または
　各支所で受付中です。

みなさんの「想い・願い」をしっかりと受け止め
こころのふるさと飛驒高山のまちづくりに活かします。

ふるさと納税で
飛驒高山を応援してください
飛驒高山ふるさと基金への寄附受付状況

（平成 29年 1月～ 9月分）

寄附金総額 160,569,010円

市内の空間放射線量率測定結果

健康に影響のないレベルです。

調査日 調査地点 測定値

９月19日㈫
古 い 町 並 0.096
奥飛驒温泉郷 0.076

９月４日㈪
古 い 町 並 0.094
奥飛驒温泉郷 0.080

単位： μSv/ｈ
マイクロシーベルト毎時

日没30分前を目安に
車両のライトをつけましょう
トワイライト・オン キャンペーン

10月の目安は
午後4時30分ころ

問合先 協働推進課　☎35⊖3412

10月１日現在の人口 （　）内は前年同月比

地　域 総人口 男 女 世帯数
高　山 62,685 （–400） 29,682 （–166） 33,003 （–234） 26,178 （106）

丹生川 4,352 （–43） 2,132 （–32） 2,220 （–11） 1,428 （9）

清　見 2,427 （–49） 1,217 （–11） 1,210 （–38） 860 （2）

荘　川 1,116 （–41） 524 （–21） 592 （–20） 406 （–12）

一之宮 2,531 （–22） 1,193 （–12） 1,338 （–10） 825 （7）

久々野 3,579 （–57） 1,674 （–25） 1,905 （–32） 1,199 （–6）

朝　日 1,681 （–32） 796 （–7） 885 （–25） 601 （8）

高　根 340 （–11） 171 （–1） 169 （–10） 187 （–3）

国　府 7,584 （–41） 3,696 （–9） 3,888 （–32） 2,547 （35）

上　宝 1,687 （–52） 806 （–16） 881 （–36） 625 （–13）

奥飛驒 1,346 （–1） 666 （15） 680 （–16） 590 （1）

計 89,328 （–749） 42,557 （–285） 46,771 （–464） 35,446 （134）

　下記の期間、四車線化工事や点検・補修工事を行います。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
区間　白鳥IC⇔小矢部砺波JCT（上下線とも）
期間　10月23日㈪～27日㈮、30日㈪（予備日：10月31日㈫～11月１日㈬、６日㈪）
時間　午後8時～午前6時
※通行止区間は順次縮小します

東海北陸道夜間通行止

問合先 NEXCO中日本お客さまセンター
☎0120⊖922⊖229

E41
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編集・発行／高山市総務部広報情報課
 〒506⊖8555 岐阜県高山市花岡町2丁目18番地
  TEL／0577⊖32⊖3333㈹
  FAX／0577⊖32⊖7000 （市長室直通）
  FAX／0577⊖35⊖3174 （広報情報課直通）

E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
防災行政無線の内容は電話でも確認できます
☎0577⊖35⊖6000

　丹生川支団第２分団は、丹生川町中央部の大萱、桐山、北
方、法力、瓜田、大谷地区における広大なエリアをカバーして
います。
　管内には、飛驒エアパークや丹生川運動公園といった交流
施設があり、また農業が盛んな地域であることから、多くの田
畑もあります。各町内には、田園風景が広がり、素晴らしい景
観を望むこともできます。このような地域を守るため、２分団に
は３班（法力、北方、大萱）を配置しています。
　丹生川支団では、春・秋の火災予防週間に合わせて、各戸
への防火訪問を実施し、火災予防の啓発を行っています。ま
た、消防操法について昨年は法力班が岐阜県消防操法大会
へ出場するなど、各種訓練においても意欲的に取り組んでい
ます。
　今後も、地元町内会や自主防災組織と協力しながら地域の
安全安心のために尽力していきたいと思いますので、ご理解と
ご協力をお願いします。

丹生川支団 第２分団

丹生川支団　第２分団（森本分団長）以下団員のみなさま

森本分団長／46人

シリーズ消防団 №16

詳しくは消防総務課（☎ 34-3792）
または各支所、最寄りの消防署まで消防団員募集中！

守りたい人がいる

守りたいまちがある

公

観

共施設の今後のあり方を考える
市民ワークショップを開催

光客におもてなしの情報発信
飛驒高山観光案内所が開設

　新しい飛驒高山観光案内所が高山駅東口駅前広
場に完成し9月30日、開所式が行われました。
　新観光案内所は、鉄骨・鉄筋コンクリート造りの平
屋で、内外壁の一部に土壁を施し、床には「岩滝石」
を敷いています。また、受付カウンターやテーブルな
どは飛驒の家具を設置し、温かみのある空間を演出
しています。
　開所式で國島市長は「全国、世界からの観光客に
適切な案内ができる施設にしていきます」と挨拶し
ました。

　小中学校や市営住宅、文化・体育施設等の建物や、
道路・橋りょう、上下水道等のインフラ施設など、高
山市が保有している公共施設の現状や課題につい
て市民の皆さんと情報共有し、公共施設の今後の
あり方について意見交換を行う市民ワークショップ
を開催しています。
　公共サービスや公共施設について普段の生活の
中で感じていることなどをグループで話し合い、活
発な意見交換が行われています。
　市民ワークショップは、12月1日まで市内各所で
開催しますので、お気軽にご参加ください。
　実施日等の内容は、行政経営課（☎35-3040）ま
たはホームページなどでご確認ください。


